
火の用心通借（20－馴削悪霊霊

秋、そして各へと季節がうつりかわるにつれて寒さが一層増し、これからの季節ますます
ストーブなどの暖房器具を使用する機会が増えて草ます。
ストーブを原因とする火災は、秋から冬にかけて増加する傾向にあります。
安全な取扱い方法をしっかりと身につけて、寒い時期を安全で快適に過ごしましょう。

●横浜市内でのストーブを原因とする火災件数推移

スト山プを臓銅とする火災件数推移
（平成22年から平成2′1中まで）

選垂避匡て鴻雛

●横浜市内でのストーブを原田とする火災件数の月別推移

ストレムプを廊閑とする月別火災件数推移

（準成22年から平成望4年まで）

平成22年から平成24年までのストー

ブを原因とする火災件数は、合計で掴

件でした。

過去3年間で平均すると、年間約28件
のストーブを原因とする火災が発生して
います。

史腰力竣生し躇すy



●横浜市内でのストーブの種類別火災件数　～どんなスト伸ブが火災の原因となったのでしょうか～

平成22年から平成24年までのストーブを原因とする火災を、ストーブの種類別にみると、

氷や｛プの稀薫別火災件聴
く平線望郷から平成妻岬誰で）灘合計併称

電気ストーブは、ガスや石油などの燃料を
使用しないことやその取り扱いやすさから、
広く普及しています。

使用の際には安全な取扱い方法を守るこ
とや、機器やコードの損傷等を起こさないよ

うに十分に注意しなければなりません。

●ストーブからの火災を防ぐための大切なポイント！！●●●●●●●●●●●●●●●
●

●　●　●　●　●　●　●　●

1．その年の使い始めの前には、清掃を行い、安全点検を行いましょう。　●
●

可能性があります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
ストーブを使用する前に、取扱い説明昔をよく読み、定期的にフィルタ闇の　●

清掃や点検を行いましょう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

2t五迫冬と二地●
よ鮎鮎　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

燃料を間違って入れると、異常燃焼を起こして火災となる危険性があります。●

●

3．石油ストーブに給油するときには、ストーブのスイッチを切りましょう。　　●

ストーブのフィルターなどに嬢などが溜まっていると、不完全燃焼を起こす

石油ストーブを使用中に燃料補給すると、スト…ブに誤って灯油などを垂ら

してしまって火災になることがあるため大変危険です。　　‾▼▼‾【▼　●

また、燃料カートリッジなどに給油したら、口金をしっかり閉め、漏れないよ　●

4．ストーブの近くで洗濯物を乾かすのはやめましょう

ストーブに洗濯物が接触したり、干していた洗濯物が落下して石油ストーブの●

炎や電気ストーブのと椚タ一に接触したりすると、火災となる恐れがあります。●

●

5．政弘き＿二二芝の近くやストーブの上に置かない至出払ゝ

ストーブの近くにスプレー缶を置いておくと、ストーブの熟でスプレー缶が熟

せられて、缶が破裂し、火災となる恐れがあります。
また、スト榊ブの近くでスプレー缶を使用すると、スプレー缶の可燃性ガス

●

●

●

●

がストーブの炎に引火して火災になる恐れがあるので、ストーブの近くで使用●

●●●暫雀l智協鶏や。●●●●●●●●●●●●●●●●
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